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入せし後その糊納の獅繊取つて低腫ゆも旅団定を完了せしむる寄募である・しか胴氏

の實験に於ては，胴吐つた切／　・は鱗伽瀕捌ヒ謀賄の色歓ふと云ふ檬網事は無かつ

た。　　　　　　　　k
　かくの如く短時閥内に行は矛Lて、藥液の浸潤不完全な傷合も多いのであるが12h1　Gh位の切片

なれば破壌する事なく、初歩的研究に於ては充分瀬足な結果が得らるSものである。

か賄方法癒糸科學の研究乎段として滲考まで剛1ひて見と，のも無駄でないと腿綱力》

ら、簡服にその方法順序を記して見る。

　て1）　イ労料を珪incl〕以内に切L／・1iill・するo

　（2）次の如き組威を有する固定液中に五分階1侭墜のもとに作用せしむる。
　　i。，、n。li、、6．5・．・．；・・Op・rcent　a1。・h・1100。．・、；91・・i・1・aceti・i・　ci（L　3・…；・91y・e・iiL　5c・G・

　（3）二度水を取り代へて各二分閲水洗o

　（4）　　1）uu’e　ace七〇ne　pi・tに二五fl｝　Wi］　o

（5）・・1L・idi・・の・cet…鰍3％，7％，10％，ユ4％のものに1鰍五分BIJづ倣置す・

（6）最椥，肉池内の・・11・idi・1に蝦す．これを適當a・形醐：麹1して・hl・r・£・rl）’L　LI・’　va投

　　入し充分圃化せる後蔵噺す。

　　　　　U・i。・vsi’ty・f　A・i・・ua　　　　palm・・S七・・1・well

　　　　　　Seience，　vo1．75，　No，1941　　　　　　　　　　Mtu’．11・1932　　　　　　　　（茅塁」Lミ服）

蟋蟀の生殖細胞研究に用ひられたintravitam technicに就いて

W. J. Baumgartner and M. Anthony Payne

（田he　Journal　of　Experimen七al　Zo610gy　Vol．53、　No．3，　May　5，1931）

　細胞の購造は普通の固定及組織増養に依つて多くの人々に依つて研究されてゐるが、此の蜷

蛉の生殖細胞研究1て用ひられた方法は，普通のiil七ravi毛εm1やsupravi七amstain等を爲さすに

研究する方法である。

　先づb！幡蛉をエーテルにて麻醇し、翅を切り、氣門及SI’Ll．門を閉ちな）・様に休の周囲をパラフ

ィンにて固着し、中心に小さな水盤を作り、共の中に堪養液を入れる。

　この培養液は9％のNaCl　20c．c．，1％の無水CaC124c・e・，1％KCI4c・c”ユ0％の葡萄糠溶液o「一　10

c．c，の混合液に水をうすめて200e．c．とし．最後に酸性炭酸ナトリウム0・4GC・を加へて作る。

　而して畢丸を背齎から引き出し小嚢を包む膜を鋭い針にて破り、培養液1勾に出すのである。

増養液は蒸｛獲する故に二焦肇々補i給・しなければならぬっ

　此の方法は互に接燭しあひ、細胞の墜力s酵素、螢餐等が生活休其Qま瓦なるが故に、今迄

になされた研究方法よりも遙かに勝つて居る。顯微鏡に依つて精母細胞、精虫分i裂b域長、攣

形、及び鯉淋の移動や分裂がt’ly擦μ陳る。似中心t・K．核の攣形．精虫の聚合や蓮動も掘察

出來るo　（金澤抄報）

再生絹絲の趨勢
北澤孝一

1　再生絹綜の歴史

絹繊維を再生せんとする企は古く18ε9年猫逸のアウグスブルグにてDr・Flang　Lehuerに
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　より試みられた。その後この研究は全く中絶してゐたが19世紀の中瞬に至鉱佛國の人絹工瘍の

創儲Chayd・…七イ1［1が化賭で且灘子病で郁なDr．　Pa・七eu9のtis徒であつた頃獄の

研究から再蟹三絹の研究に渡頭されたが伯の口的はシヤルドンネ入絹の準備研究に過なかつた。

共後20世紀に入らんとする頃より他の繊維素人聯購の研究工業化D進展に伴ひてA．Miilar

（1897）F・11。七及Di七・1・・（1903）B・umann　u．　Di・・…（1907）G・1ib・r七（1907）D．・llanee

（1912）Di・s・er（1912）B…yK・・sld（・921）等殊辞許が生蝦近1・動て1．・G．染料鰍

（1928・1930）及B・itish　C・1・nes　C・。（1930）の鼎・が現れた。

　本邦に効ては大正ユ2年頃よ塀ジ胱が行れ山難三氏・1・灘即体三榔購が雛f正三郎

民の提唱により研究を初められた。興後山賀氏は韮；涯研の鈴木1［ii，太郎氏の研究室に『二澤勝氏は本

校の井上柳悟氏の實験室に去り各々猫立して研究を績けられた。叉大阪工業試験所の膠質化解

の大家P・P・…W・i・・…Vll　EIは膠靴蜘立搬り1・ibr・i・の分散簸圃蹴て・酷U司

氏卿跣を基礎として生れた方法1鯨溜備肛業粥働の狢秘僻躍鋤の淵紙京醐亨大の喜

多源逸礁があり鐘紡にありては暉1理化騨跣所に於け魏1・究をh・・rl・・F1iの剛：難縄塗瑚に

遷されて工業化さんとしてゐる・弔守鐘紡にありては本多禮欄氏堀久三郎氏等により金鵬アル

カリ液による再生方法が研究されてゐる。期京都大學の喜多源逸氏の一門の入礪副・鮭の

研究量の人ft及び大坂の山内源登氏及其の他の数ケ厨に於て再生絹綜に關する理論と實際とが

研究されて居るo

　再生絹綜の鵬の陶咄たのは昭和岬度に勤て鐘繊り見オ・，跡市笏に出され雛r化學

純絹綜研究所の成品が獲明博鍛會に出品せられ世の注に1を引き本年度に蚕りて本校の製歳にな

るものが金澤の「産業と槻光の1縄會」及長岡高工の蹴會に欄西せられたのである。

　1工　再生絹綜に關する費料的丈職

　（1）山難三；一動物性人造繍に就て（農劃峰會誌V・1．5N・．525－530昭和四年四
月）

　（2）山内源登；一天辮騰餌導生（・映獄襯16醗昭秘煮細月）

　（3）　北澤牽一；・一再生絹綜の現炊（獄綜No．265昭和六年三月）

　（4）　星野正三郎、山本三六鄭；一一化學純絹懸の工業的完成（灘継科塾研究會獲行昭和六孟F

四月）

　（5）川瀬惣次鄭；一再生＄FJ　，Z　の珊伏（化學蝶時報六年朋）

　（6）伊勢弘之；一人納織物に就て（共四）（帝入タイムス第六雀第八號六年八月）

　（7）角替利策；一眞の人造絹綜（再生絹綜）に就て（帝人タイムス第六霧第一挽六年四

月）

（8）化駿緬騰は繍を麗1潟來得るか；一（E体謝樋信プ畔五月八日）

　（9）再生絹綜；一（mコノミス1・第ブL年N・．15六年一1一月）

　（1Q）　角替利策；一人造絹綜（再生絹綜を含む）の鑑別法（帝人タ・f2、xVol．6No．9六

勉月）
（11）醐彌継の成珈一・（ダイヤモンドV・1．19N・．15）

’（12，角替利策；一再生絹総就て（化1墜工業時報V・1，5Nd3七年一月）

　（13）澁谷朝夫；一再生絹綜の工業化研究の状況（繊維素工業禦八巻第二號七年二月う

（14）澁谷耳朕；一翻の磁に就いて（紡織界N・，271七年三月）
　（15）　　喜多源逸；一繊宗権二［二業とイヒ塵1！1勺概F究　（工業イヒ學肇稚誌　Vo1，35　No，5　．ヒ〆｛F五月）

　1工工．再生絹綜に關する講演
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　（1）　喜多源逸3　天然絹綜D再生（第十八回理化墨研寵所墨術講演會昭和五年十月）

　（2）猪飼　博；　再生絹綜製澁に關する研究（第二報）（第四剛曇討酉麦部常會昭和六年十

一月）

　（3）喜多源逸；　織維工業と化躍的研究（工業化羅會第三五年會に於ける特別講演昭和七

年ugl月）

（・1）井一ヒ柳K・；　再生絹WtQDr3五腋の一性質に究て（第三回日本農學會大輔繊昭禾ll七年ILLI

月）

XV．分散瓶体にあるフヰプロインの研究

　A　絹懸腺中より得たるフヰプロインゾルの研究。

（1）ff，・・C，；Di・K・11・id・・Eig…cM七…d・・N漁・li・he・S・id・・Z・i七・f・Cheml

u，1［nclus七，　cl　er　Kolloid，　Bd　X（1912）．

（2）r強英吉1－一絹綜の」1：多成に就て獄薪嚇翻賄第一雀第三號（大m五f・TI）

（3）・鴨茂；液歌絹の凝固とオ燦材ン濃度の關係蹴て万1楴大農鮮際郵酷
2（1）　（大『韮三一1一五孟蛋三）

（4）ヲ祉柳鳳北潔孝一；湖翻の水溶液に就て、に体欝懸鱗酷第二倦第三號（昭和

六年）

　（5⊃亭澤　勝；　絹綜の凝閲に關する研究　本誌第三巻第一號（昭和五年）

（6）金子英甑鮮徹夫；繍腺の寧乞物量及び水分量の劇甦灘こ絹水溶液の性質本

誌第四巻第三號（昭和七年）

　B分散媒を使用して得たるFibroiu　solの研究（・1壌ヒ絹綜に關する研究報文と重複するも

のは省く）

　　1金鵬アルカリ櫨に依るもの、

　（7）亭澤勝、北澤牽一；　フヰプロインゾルの粘度に關する研究　本誌第四雀第一一號

（昭和六年）

　（8）井上柳悟、北澤孝一；　フヰプロインゾルの粘凌と精練との關係に就きて　本誌第四

巻第二號（昭和六年）

　（9）　輻島郁三．高松勇治郎；　絹ブイプロインに封する銅アルカリ液の作用　工業化學難

誌Vo1・35，　No・1（昭和七年）

　（10）高松勇治郎3　絹フヰプロインに劃する銅アルカリ液の作用　工樂化學會第三五年

會獲表（昭和七年）

　　工工　中性蜷類の濃厚水溶液1こ依るものo

　（11）P．P．　von　NVeimarn；　Einige　Versuclie　Ubeエ’die　Dispersion　uud　Aggre－

gati…v・n＄eidθin　K・nzentriex七en　Sa1・169・　uugen・K・11－Z・　b’cl　41　S・148（1927）

　（12）W，S．　Deuham　and　W．　Bvash；　Isoelectric　1）　oin七〇f　silk－fibroiii．」．田cx七

工llBb。　spee．］：ssue，18．・p，520－524（1927）

　（13）　P．］≡》．VNTeimavn；　　　Seiden　Koagula七e，　erha1七ell　durch　Eingiegen，　Koll，　Seidem＿

16sung　in　I〈onz，　】aunii）16sung，　Eigeuschaf七〇11．1〈oll－－Z．　Bd　45　s　39．（1928）

（14）P，P．　NVeima’rn　；　Seiclei〕漁1，al，　PhysikalGhe・n，　N島七ur　dey　L6鋤gou　in　Neuレ

raleu　Sauren　u．　Alkalil6su’ngsmi七七elen．　Ko11－Z．　Bd　46　s　40（1928）

　（15）P．P．　V・n　Weiエna・’n；　Expei’imen七elle　Un七ersuchui〕geu　Uber　die　Fassrs七ruk一

七er　der　Na七UyliGhenseide．1（01LZ．46，162－164（］928）
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　　（16）Th°エ11…G・H…1・y．・・d田蝋B・」・h・q・…－1…1曲i・p。i。も。f　fi1）z’。i。，

・1・d・・ndE・9・・1・（一・a）・・V・122，297二299（1930）

　　（17）Milt・・恥i…dT・B・」・hns…－Sむ・dy・f・・ilk　S’ibroin　ii・七1・e　di、p，。、ed

　s七c・七・・エnd・Eng・Ch・m・22　P．965－967（1920）

　　（18）M・H・・ris　a・cl　T・B」・h・醐；－S七・dy・f七h・fibr・i。　f。。z。　sillc　i。七h。　i，。剛

・1eG七・i・R・gi・…：・d・E・g・Ch・m・22，・539－5，12（1930）

　　（19⊃尾儲三；一野欄・イブ・イ・の舗1繍本誌第四鱗鮎宅G馳六年）
　　註・中性撚依るフイプ・イ・の襯は」1記の伽もXX・ei・uarnがK・ll－Z｝・灘せるも

　の多し。

　　（20）Elexbert　E・　Willia　n；ニー“R・・e・・ches・n・celltt1…エV，’by・C．　Bi．　C，。，、。nd　G．

　1）ro6e　p60．（1922）

　　（21）°tt°Kes七…rl・C・al・・n・M…i・r卜Chi皿il　d・・C・11・・d・・e七ApPli。、もi。。，

　indus七rielles．　164－－166　Pa：is（19，24）

　（22）W・K°P・・zew・ki；－L5ta七・・11・’・dal・七1・i・d・st・i・．1．・35　Paris（・925）「

’融（20）一（22）の文献はXX’・imarn曙書1徽る共他Zir・G　ch1・・id・蹴てM。th，w，．

のT・x七i1・Fibr・（1906）Vz・9巳uleeb　b。

　V・再生絹綜に關する研究論文

　（1）P・P…n　NVeimav・卜Di・p・r・・id1・gi・・1エ・iv・stiga七i・…XI、　R。p。。七，　Qf七he

「mperia1エndus七ria1　Besearahエ・・七i七・七・・…IS・　」・pan．　V。17恥8撫・h．（・926）

　（2）P・P・v°nW・imarn　；－Disp・rsoi　cl・1・gi・・1　hve・七iga七i・n・XV∬、　R。1，。，七、。f

七he　rmperia1　rncl・・七rゴa1　B・・er・h　l・・七i七・七・．　O・・lla」・脚．　V。1．　Vm　N。、6June

（1927）

（3）P・P・v°1｝Wd－Di・p・rs・id・1・gi・a1　・nv・・七iga七i・…　XV…－XXT．　R．。p。，ts

°f七he　lmperial　ruclu・t・ial　R・・…chエ1・・七it・七・．　O・al・a　」ftpan．　Vp1．　V皿N。．・3　N。．

veヱ：nl）er　（1927）

藷濃繍講鉱蒼響野を原料とす雛翻製劇封する研究（繍

螢）ヲ桂繍・構勝・北聯一・一醗繍の原液酬する磯日樹簿嬬
第二雀第二號（昭和七年）

（6）井一脚縣設灘一；一・ヰプ呵・の［u・…鰍藥に坐ける徽膿と．鞭抑
關係　日本獄綜畢鵜誌　第三雀第二號（昭和ヒ年）

望）井上備北灘一・一一・一一・氏謙の二三の瀕蹴て躰澱襯鵜第誰
第…號（1眉和七年）　　　　　　　　　　　　　　、　　　　（未完）

　　’新著紹　介　　，

金崎眞英1－－1・蕨改良の理論と謝劣藩。￥1，50倣蟹行

縮は鋳上鰍既襯せら才劇観繍界にセンセーシ・ンを・蝿しD、ある鵬舗の

鱗絡の徽鞭る瀦が雌の業経1腿いて」鞠娘の齢ll勺瀬と實際的方法とを縄
されたものであつてその犠とする所嬬ふまでもなぐ瀦の顯購曝礎を跡螂餓，
る。


